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名古屋グランパス ワイズメンズ クラブ 
        NAGOYA YMCA5-2 KAMIMAEZU2 NAKAKU  NAGOYA 460 JAPAN 

 

国際会長標語   “Active Participation with Love”［愛をもって積極参加］ 

ｱｼﾞｱ会長標語   “Participation and Inspiration”[参画、そして感動を] 

西日本区理事標語 “One for all, all for one” [一人はみんなのために、みんなは一人のために] 

中部部長標語     “Chubu District Y’sdom 120”  [こころ熱くし 今日も輝く] 

クラブ会長標語  “Enjoy Volunteer! ｢楽しいボランティア活動をしよう！｣ 
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グランパスホームページ http://www5.ocn.ne.jp/~ysmen/ 

200７年 1月例会ご案内
 

◎第一例会（合同例会）   

 と  き ：1 月１９日（金） 

 ところ  ：名古屋ガーデンホテル 

時 間 ：１８：００～ 

内 容 ：名古屋５クラブ合同例会  

 

卓 話 ：講師は松坂屋会長の岡田邦

彦氏を予定しています。    

  会 費 ：７，０００円 

 
 

 

 

 

 

◎第二例会  

と き ：1 月 18 日（木） 

  ところ ：名古屋ＹＭＣＡ 

  時 間 ：１９：００～ 

  

◎ファミリースキー 

と き ：1 月 13 日（土）14 日（日） 

  ところ ：爺ケ岳スキー場 

  担 当 ：吉田君 

 

 

 

 

 

12 

月   

例

会 

   例     会     出     席     状     況    B  F ポイント クラブファンド（12 月） 

在  席  者 14 名 第  1  例  会 名 当   月 ・ 切   手  ニコ BOX ノート  

例会出席者 14 名 第  2  例  会 名 当   月 ・ 現   金  感 謝 ファンド  

当月出席率 100% 部   会    他    名 累              計  累          計   

 

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT” 

＝強い義務感を持とう。義務はすべての権利を伴う＝ 

 

http://www5.ocn.ne.jp/~ysmen/


 第一例会（クリスマス例会）報告       

 

 
 

日  時：１２月２日（土）  

場  所：ガーリッコ 

出席者：下村、服部、坂倉、早川、三井、坂野、 

      阿部、佐藤、松原、阿部、徳田 

ゲスト：各メネット（吉田、服部、荒川、早川、松原）

各コメット（松原、服部、早川）、森さん家

族、加藤道子＆コメット、リーダー２人 

 

 毎年恒例のクリスマス例会、今年は中区住吉の

「ガーリッコ」にて開催されました。夜ともなればネ

オンキラキラの大人の世界も、日が高いうちはファ

ミリーを受け容れる落ち着いた街並み。その一角

プリンセスガーデンホテルの一階。店名が表す通

りガーリックを効かせた料理が自慢で、坂倉君との

事前調査では、相当効いたガーリックに明朝は臭

い消しに牛乳を飲んで出社したこともあり、料理は

美味いが・・・の感もありましたが、参加者の反応

に一抹の不安もありました。しかし、事前にオーナ

ーとメニューについて十分打ち合わせ、こちらの無

理を聞いていただいたこともあり、美味いものは美

味いと、みんな満足したようです。おかげでアルコ

ールもどんどん進んで予算オーバーしてしまいま

した。基本料金（料理）とオプション料金（アルコー

ル）の関係をもう少し考える必要ありか。 

 

 
 

 森さんサンタも子ども達に大人気でした。来年も

森さんが適任のようです。さて、クリスマスといえば

プレゼント。子どもはもちろん、我々大人も何かしら

期待するものがあります。だからプレゼント交換は

何が自分の手元に来るのか非常に楽しみです。そ

して、今回はグランパスからリーダー会にスキーを

プレゼントしました。スキートレーニングの用具とし

て活用していただこうと４本プレゼント。早く雪の欲

しい季節ですが、こんなに暖かいクリスマス例会で

いいのかと少し心配しつつも楽しい一時でした。 

 

 
 

 
 

 
 

 



 

   第二例会報告（忘年会）          
 

日 時：１２月２１日（木）   

場 所：旬蔵栄店 

出席者：早川、坂倉、荒川、徳田、三井、早川、阿

部、坂口、服部、佐藤、松原、坂野 

ゲスト：各メネット（服部、荒川、松原）、深谷さん、

加藤さん、高田さん、早川さん、信田さん 

 

忘年会の思い出 
 

殆んどのメンバーと、多くのゲストを迎えて、和

気藹々と、今年を締め括る楽しい例会を持てまし

た。お酒も豚しゃぶもゴチでした。 

ただし・・・終わりがけに、ノロウイルスにやられた？？ 

お腹が・・・皆さんには大変心配をお掛け致しまし

た。有難う御座いました。 

好香と二人、電車の中での苦しみを何とか乗り

越え、無事帰宅できた事を神に感謝いたします。

非常に印象深い忘年会になりました。 

皆さん！お腹大丈夫？？？ ではよいお年を！！ 

                      まこと＆よしか 

 

グランパス大忘年会２００６ 
 

坂口兄の紹介の栄のお店「旬蔵」にて、メン、メ

ネットにゲストも参加してにぎやかな忘年会となり

ました。飲み放題９０分と聞き、集まり具合いを見

ながら慎重に時間調整し、開始時刻の乾杯発声で、

まずはともあれ宴会に突入。ビール、焼酎、熱燗

…と思い思いにお酒がにぎやかな会話とともにど

んどん進みました。当日は忘年会シーズン真っ只

中、料理の出も超スローペース。ご婦人方より「食

べるものなくなったよ～」の掛け声にも、耳をかさ

ず、男性軍はひたすら酒とおしゃべりに没頭。酒量

もどんどん上がる一方です。でも、出されたメイン

の「豚シャブ」は女性軍には大変好評でした。ねぎ

とゆずこしょうで味付けされた汁は感動物だったそ

うです。でも酔っ払っている男性たちには記憶の外

だったようです。あっという間の９０分も過ぎ、一年

の締めくくりとして一本締めでお開きとなりました。

ゲストとして参加された、三井君紹介の早川さん、

信田さん、ありがとうございました。仲間としてお迎

えする日が近いことを願っています。またメンバー、

メネット、会友の皆にとって、来年がよい年でありま

すようお祈りいたします。         服部庄三 

 

※ 編集担当より 

忘年会にカメラを忘れて写真がありません。い

つもなら誰かがカメラを持っているのですが今回は

ゼロ。記事内容から場をイメージしてください。 

 クリスマスキャロル         

   in タワーズライツ２００６  

 

 
 

歌うのは楽しいよ 
 

 昨年雪の舞う凍えそうな北風の中でサンタたちの

歌う姿を見ていた私は、「見てる方より歌う方が断

然楽しいよきっと」と思い今回始めて参加しました。

栄町地下鉄 5 番出口を上がるとそこはもう中央教

会、なんて便利な教会！ わくわくしながら受付の

猛獣さんに 500 円の参加費を払い練習会場を見回

せば、なななんと平均年齢の高いこと！心のなかで

“大丈夫かしら”と少々心配になりましたが、橋爪女

史の指導のもとまず発声練習から声をあわせてみ

れば、心配も吹き飛びました。みなさん元気一杯は

つらつと歌っていらっしゃるのです。すごーい。きけ

ば今回で 4回を数えるクリスマスキャロルの各 4回

づつ全部で 16回の練習すべてに参加したお姉さま

が 3人もいらっしゃったのです。 

 

 
 

さてさて久し振りの合唱でなんとか腹式呼吸を心

掛けて声も次第に出てきたかなと、歌うごとにおも

しろくなりました。今回は無難にソプラノにしました

が、次回はアルトにしても面白いかなと思っていま

す。たくさんの人と歌うのは迫力もありまた緊張感

もあってしばし仕事のことも忘れ、ストレスもどこか

に飛んでいってしまいます。23日当日は暖かさと土



 
曜日ということでとても大勢の観客の前でサンタも

130人以上集まり素敵なクリスマスキャロルをご披

露できました。タワーズライツ実行委員の方々、ワ

イズの皆さん、ＹＭＣＡスタッフの方々ありがとうご

ざいました。                     荒川 恒子 

                           

 
 

１２月２３日、今年も『クリスマスキャロル ｉｎ タ

ワーズライツ２００６』が行われました。１２月の名

古屋ＹＭＣＡと在名ワイズの協働プログラムとして、

４回目となりました。 

 昨年は息子二人と３名の参加でしたが今年は娘

と二人の参加となりました。 

１１月の末より橋爪先生の指導にて練習を重ね

いよいよ本番です。今年のキャロル参加者は１２０

余名となり、準備整ったステージへ。なんとびっくり、

ステージ前から遠くの階段まで聴衆がびっしりです。

びっくりしました。あちこちで取材や見ている人々

のフラッシュがたかれ、思わず緊張するとともに心

のなかで『やったー！！今年も新聞にでるぞ！』と

うきうきしました。橋爪先生の指揮と周りの確かな

歌声でなんとか今年も無事歌い終わることができ

ました。気持ち良かったです。 

タワーズライツにかかわって色々準備・運営してい

ただいた関係者に深く感謝いたします。 

ありがとうございました。来年はもう少しグランパス

のメンバー・メネット・コメットも参加できると、もっと

よい思います。               坂倉 洋 

 

 
 

 
 

 
     翌朝の某新聞に載った記事 

 

      来年への抱負       
 

○「楽しいボランティア活動をしよう。」の標語のもと、

今年の１０月には名古屋シティハンディマラソンの

ボランティアに参加したこと、１１月の卓話では京都

の車椅子マラソンに携わるワイズメンの活動状況

について学んだこと、まずは目標に向かって一歩踏

み出せたのではないかと思います。 

来年はこれらの学んだことを実際に形に出来るよう

に活動を続け、来期につなぎたいと思います。 

                        下村 明子 

○今年の抱負を二つ考えてみました。 

一つ目は、当たり前の事を、当たり前にする年とし

たいと思います。これは日々移り変わりの激くなる

中、基本に帰る年としたいからです。 

もう一つは、下村会長が取り組む、チャリティーラン、

ＹＭＣＡ会館、根ノ上などの諸課題も一年目の提言

をまとめていきたいと考えています。こちらは皆さん

もご協力お願い致します。        阿部 一雄 

  

○新年にあたって。今年の決意はまず三井次期中

部部長を盛り立てる事が第一に思っています。 

７月の任期の切り替わりはすぐに来ていますので 

早めに決める事と、グランパスメンバーにも協力を

お願いします。１月１日にモルジブに行きます。                   

                         早川 政人 

 

○家族５人で力合わせて頑張るぞ＾＾  佐藤 壽晃 

 



 
○忙しい・辛いは与えられた試練、ぐっと堪えて突

き進もう。そして運動不足で弛んだ身体をボディー

シェープして他のメンバーに差を付けてやるぞ。 

                        荒川 恭次 

 

 

     ＹＭＣＡだより      
 

南京ＹＭＣＡ派遣団 

名古屋市と南京市は姉妹都市で、経済関係の

グループが毎年、訪中しているという話を先日、市

役所で聞きましたが 

名古屋ＹＭＣＡと南京ＹＭＣＡもパートナーシップ関

係にあります。今後、両ＹＭＣＡの絆を深めるため

に１２/２６～ 

１２/２９にかけて下記のユースを中心としたメンバ

ーが南京ＹＭＣＡを訪問します。また、機会があれ

ば例会の卓話等に招き、報告をお聞きください。 

 

（南京ＹＭＣＡ訪問団） 

１． 加藤 明宏（団長） 

２． 橋本 友恵（南山幼稚園教諭） 

３． 大原 絵梨（南山ＹＭＣＡリーダー） 

４． 渡辺 龍也（インターアクトクラブ副顧問） 

５． 奥田 浩子（南山ＹＭＣＡリーダー） 

               以上 敬称略 

                 ＹＭＣＡ：徳田 

 

 

    そ  の  他       
 

１． 今月の誕生日 
 

 

 
 徳田  望（２日） 

  松原 好香（17日） 

  阿部ゆか子（30日） 

 
 

 

２．ネット例会会場 

グランパスホームページにて運用中。 

 

携帯電話からアクセスしてクラブメンバーへ

の諸連絡を投稿または閲覧してください。 

 

http://www.ys-chubu.jp/main/bbsgr/glight.cgi 

 

 

３．西日本区関連 

 

「フィリピン･ルソン島 台風 21号被

災者支援募金」へのご協力のお願い 
 

日本では全くといって良いほど取り上げられ

ていませんが、11月 30日にフィリピン・ルソン

島を通過した台風 21号（ドリアン）による被害

は、UNOCHA（国連人道問題調整事務所）、AMUDA、

ユニセフなどの情報を総合しますと、死者 1,500

名以上、行方不明者 200 名以上、13 県の 125 町

村と 10 都市が被災。320 万余名が被災している

との情報を得ました。 

西日本区では災害発生時より日本ＹＭＣＡ同

盟と連絡を取り、現地のＹＭＣＡによる被災地

支援計画が具体的に定まった時点で募金を始め

ることを常任役員会で決定しておりました。 

本日、添付文書のとおり日本ＹＭＣＡ同盟 

山田公平総主事より支援募金の依頼があったこ

とを受けて、下記のとおり各クラブによります

支援募金をお願いいたします。ご協力の程よろ

しくお願いいたします。 

 

【西日本区としての取組み】  

(1)募金期間  

 2006年 12月 21日から 2007年１月 31日まで 

(2)支 援 先  

 日本ＹＭＣＡ同盟を通してフィリピンＹＭ

ＣＡ同盟、アジア太平洋ＹＭＣＡ同盟が行う

被災者支援活動を支える。 

(3)募金送付先 

  ワイズメンズクラブ西日本区所定の郵便局

の「払込取扱票」を使用してご送金ください。 

  その際 通信欄に「フィリピン災害支援金」

とご記入ください。 

  「払込取扱票」がない時は西日本区事務所

に請求してください。 

      なお、フィリピンのマニラダウンタウンク

ラブなどが中心となり、アジアエリアも協力

して現地への支援活動が行われています。 

 

西日本区理事 森本 榮三 

地域奉仕事業主任 石倉 尚 

 
４． 西日本区強調月間 

 

今月中にＩＢＣ・ＤＢＣのクラブと連絡を取りまし

ょう。E-mailでも、お手紙でもブリテンでも・・・                   

                   山野交流事業主任 
       

http://www.ys-chubu.jp/main/bbsgr/glight.cgi

